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大相模調節池水辺活用調整協議会 第１４回協議会 会議録（要旨） 

 

 

１ 日時 

令和７年（2025年）１０月２４日（金）午後４時から午後５時００分まで 

 

２ 会場 

水辺のまちづくり館 大会議室 

 

３ 出席者 

  【委員】 

大相模自治会連合会、レイクタウン北自治会、特定非営利活動法人越谷ふるさとプロ

ジェクト、特定非営利活動法人セイラビリティ越谷、一般社団法人越谷市観光協会、 

レイクアンドピース株式会社、埼玉県河川環境課、埼玉県越谷県土整備事務所、 

越谷市都市計画課 

【施設使用者】 

イオンモール株式会社 

【事務局】 

越谷市経済振興課 

 

４ 内容 

■議事 

深井会長のあいさつの後、議事に入った。 

 

（１）これまでの整備状況・予定について 

（２）今年度の事業報告について 

 

＜説明・主な意見等＞ 

 

事務局 

（越谷市経済振興課） 

ほか 

 

 

 

 

 

（１）これまでの整備状況・予定について 

 事務局より整備状況について説明を行った。 

 昨年度から着工している県の水上デッキと並行し、市のインフラ

工事、イオンモールによる建物の整備も今年度より着工となった。 

県、市の工事は令和 7 年度中に完了する見込みであり、建物の整

備についても令和 8年度中に完了する見込みとなっている。 

また、C ゾーンの整備にあたり移植することとしていた樹木につ

いて、これまでの要望も踏まえソメイヨシノを植樹する方向性とし

た。 
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レイクタウン北自治会 

 

 

事務局 

越谷市経済振興課 

レイクアンドピース 

 

 

セイラビリティ越谷 

 

 

ふるさとプロジェクト 

越谷ふるさとプロジェク

ト 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見・質疑】 

工事の影響により、通行止めとなっている市道について、いつ頃の

通行再開を想定しているか。 

 

市道部分の施工は今年度中に完了する見込みではあるが、建物の 

整備は来年度にわたり行われるため、通行の安全の確保の観点から 

通行再開については慎重に検討したい。少なくとも年度内の通行再 

開は困難なものと想定している。 

 

桜を植える位置について、既存の位置にこだわることなく、調節池 

全体を見て、より効果的な位置に植えることを検討してほしい。 

 

ソメイヨシノは全国的に植えられているもの。このエリアの過去の 

経緯もふまえ、樹種についてはオモイガワザクラを植樹してほしい。 

 

 

提案いただいた樹種については検討を行う。 

 

（２）今年度の事業報告について 

レイクアンドピース株式会社より、今年度の事業経過及びＢゾーン 

で実施されているイベントやＨｏｂｉｅ（水上アクティビティ） 

事業の実績について報告した。 

 

 

【主な意見・質疑】 

特に無し。 

 

■その他 

特になし 

○事務局から 

・次回会議については、年度末頃を予定している。日程等については改めてお知らせする。 

 
 


